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東北地方太平洋沖地震による福島県南部から茨城県の沿岸災害の現地調査
A field survey of coastal disaster in South Fukushima and Ibaraki by the 2011 off the
Pacific Coast of Tohoku Earthquake
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東北地方太平洋沖地震による福島県南部から茨城県の沿岸災害の現地調査を実施した。主に津波と液状化による被害
に焦点を当てて、4月 1日に茨城県潮来市からひたちなか市まで北上、4月 8日に福島県いわき市四倉町から茨城高萩市
まで南下しながら、調査を行った。
　津波による被害が大きかったのは、福島県では、四倉漁港、薄磯地区、小名浜港、茨城県では、那珂湊港、大洗港、

京知釜海水浴場、鹿島港（順に北から南）、などであった。津波最大波高は、福島県沿岸で 5-10m程度、茨城県沿岸で
3-8m程度であった。
　調査対象地域で最も津波被害が大きかったのは、福島県薄磯地区で、防潮堤の破堤により、壊滅的な被害を受けた。

しかし、その近隣の富神岬では、津波被害は大きくなく、津波の方向や地形などの地域的な特性が被害の大小を分けた
と考えられる。そのほかの被害の大きかった地域の近隣の地域でも同様の傾向が見られた場所があった。
　液状化被害の最も大きかったのは、茨城県鹿島港で、調査対象地域内では最も南部に位置するため津波最大波高は

小さい方であったと推定されるが、液状化により壊滅的な被害を受けている場所もあった。一方、茨城県大洗港より北
では、液状化被害は大きくなく、地盤の固さなどの地域的特性が被害の大小を分けたと考えられる。
　発表では、4月 14日から 15日に行った岩手県沿岸部の現地調査の概要についても報告する予定である。
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